
                     

４
月
の
入
館
者
数
は
、
三
百
三

十
名
で
、
昨
年
の
４
月
と
比
べ
る

と
十
分
の
一
の
入
館
者
数
で
あ
っ

た
。
昨
年
は
、
福
島
か
ら
の
ツ
ア

ー
が
３
月
か
ら
約
二
ヶ
月
間
に
渡

り
ほ
ぼ
毎
日
来
館
し
、
夕
鶴
の
里

駐
車
場
は
、
多
い
と
き
は
大
型
バ

ス
四
台
が
駐
車
し
て
い
る
状
況
で

あ
っ
た
。 

さ
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

入
館
者
の
状
況
は
と
い
う
と
、
昨
年

は
、
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
が
五
十
名

超
の
来
館
者
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は

四
日
（
み
ど
り
の
日
）
が
一
番
多
く
、

五
十
名
近
い
方
が
来
館
し
ま
し
た
。 

後
半
四
日
間
の
来
館
者
数
は
、 

           

 

昨
年
よ
り
も
減
少
し
た
も
の
の
、

関
東
か
ら
の
お
客
様
、
新
潟
や
福
島

か
ら
の
お
客
様
が
来
館
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
機
織
体
験
も
人
気
が
あ

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ
ー
ス
タ
ー
の
完
成

に
大
喜
び
で
し
た
。 

今
年
は
、
五
月
に
入
っ
て
も
肌
寒

い
日
が
多
く
、
蔵
の
中
の
資
料
館
は
ス

ト
ー
ブ
を
焚
い
て
い
る
状
態
で
、
お
客

様
か
ら
、
び
っ
く
り
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
暖
か
く
て
い
い
で
す
ね
」
な
ど
と
、
例

年
に
な
い
光
景
と
な
り
ま
し
た
。 

    

 

 

 
      

 

五
月
十
三
日
（
月
）
、
休
館
日
を
利

用
し
て
、
夕
鶴
の
里
職
員
で
、
白
鷹

山
登
山
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

「
見
聞
を
広
め
よ
う
！
！
」
「
自
分

た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
事
を
知

ろ
う
！
！
」
と
い
う
髙
橋
館
長
の
一

声
で
、
女
子
職
員
も
大
賛
成
、
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

白
鷹
山
は
、
９
９
４
ｍ
の
主
峰
よ
り 

な
り
、
日
本
五
大
虚
空
蔵
の
ひ
と
つ 

福
満
大
虚
空
蔵
尊
を
ま
つ
り 

郷
土
を
代
表
す
る
信
仰
の 

山
で
す
。 

五
月
十
三
日
は
、
毎
年
、

「
山
頂
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

催
さ
れ
、
白
鷹
山
に
関

係
す
る
五
つ
の
市
町
（
南

陽

市

・
白

鷹

町

・
上

山

市
・
山
形
市
・
山
辺
町
）

の
各
市
長

、
町

長
さ
ん 

 
 

が
一

堂
に
会

し
、
会
議 

 

を
し
、
「
ヤ
ン
グ
サ
ミ
ッ 

 
 

 
 

 

ト
」
も
開
催
さ
れ
、
白
鷹 

山
は
一
日
に
ぎ
わ
っ
て
い 

 

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

白
鷹
山
に
は
、
素
晴
ら

し
い
バ
イ
オ
ト
イ
レ
が
あ
り
、
登

山
者
に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま

し
た
。 

 
 

白
鷹
山
を
下
山
し
た
後
、
小
滝

の
「
く
ぐ
り
滝
」
、
金
山
の
「
鬼
面
石
」

中
川
の
「
蛙
石
（
び
っ
き
い
し
）
」
、
宮

内
の
「
妹
背
の
松
」
を
見
学
し
て
き
ま

し
た
。 

 
 

南
陽
市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
初

め
て
訪
れ
た
場
所
も
あ
り
、
「
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
！
！
」
・
・
・
自
分
の
目

で
見
る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
名
所
が

身
近
に
あ
る
事
を
あ
ら
た
め
て
認
識

し
た
、
大
変
貴
重
な
一
日
！
夕
鶴
の

里
の
研
修
会
で
し
た
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       



           

赤
湯
に
住
ん
で
い
て
、
赤
湯
の
昔
話

の
収
集
を
し
な
い
な
ん
て
な
い
と
、
友

人
か
ら
言
わ
れ
て
、
真
冬
に
ク
ラ
ス
の

生
徒
が
二
人
、
私
と
三
人
で
赤
湯
の

昔
話
を
作
っ
た
。 

 

次
の
年
の
夏
休
み
に
、
国
学
院
大

学
の
グ
ル
ー
プ
が
置
賜
の
昔
話
を
聞

き
に
分
担
し
て
入
る
か
ら
、
一
緒
に

ど
う
か
と
言
わ
れ
て
、
小
国
町
に
入

る
約
束
だ
っ
た
が
、
小
国
町
に
赤
痢

が
発
生
し
た
の
で
、
置
賜
に
一
番
近

い
上
山
市
の
置
賜
に
近
い
南
半
分
に

入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
の
実
家
が
上

山
で
も
あ
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

に
、
稲
刈
り
、
田
植
、
桑
の
葉
と
り
の 

奉
仕
に
出
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
十
人

ほ
ど
の
学
生
を
引
き
つ
れ
て
上
山
の

一
番
南
の
小
学
校
分
校
に
一
晩
泊

め
て
も
ら
い
、
五
日
間
で
い
く
つ
聞
け

る
か
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
分
校
の

奥
様
が
作
っ
て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
を
、

ど
こ
で
食
べ
よ
う
か
と
聞
い
た
の
は
、

後
に
六
百
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た

佐
藤
孝
一
さ
ん
で
あ
っ
た
。 

 

「
裏
の
倉
座
敷
が
涼
し
い
か
ら
、
そ

こ
で
食
べ
た
ら
い
い
」
と
お
汁
ま
で
作
っ

て
下
さ
っ
た
上
に
、
昔
話
を
十
話
語
っ

て
く
れ
た
が
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
は

私
の
一
個
し
か
な
く
、
学
生
は
記
憶

に
残
っ
た
か
ど
う
か
。 

 

佐
藤
家
か
ら
学
生
が
出
て
歩
き
始 

    

め
た
と
き
、
私
は
、
「
実
は
戦
争
中
に

来
た
こ
と
が
あ
り
、
佐
藤
さ
ん
が
思
い

出
せ
る
の
は
何
話
ぐ
ら
い
あ
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
聞
く
と
、
「
百
話
ぐ
ら
い
は

あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。 

 

置
賜
（
南
陽
市
赤
湯
）
に
住
ん
で
い

た
が
、
実
家
が
上
山
だ
か
ら
、
す
ら
す

ら
と
話
を
し
て
、
そ
の
時
は
学
生
の
後

を
追
っ
た
が
、
置
賜
の
昔
話
を
主
に

小
国
町
と
米
沢
市
で
収
集
し
て
、
一

応
頭
に
入
っ
た
頃
、
佐
藤
さ
ん
の
こ
と

を
思
い
出
し
、
と
も
か
く
百
話
を
全

部

聞

く
覚

悟

で
連

絡

を
と
る
と
、

「
日
曜
に
ど
う
ぞ
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
か
ら
中
断
も
あ
る
が
、
七
年

か
け
て
六
百
話
の
話
を
ガ
リ
版
十
五

冊
に
し
た
ら
、
臼
田
甚
五
郎
先
生
が

三
弥
井
書
店
か
ら
一
冊
に
し
て
下
さ

っ
た
。
箱
入
り
の
立
派
な
も
の
に
な
っ

て
私
の
方
が
び
っ
く
り
し
た
も
の
で
あ

る
。 

夕
鶴
の
里
特
別
研
究
員 
武
田
正 

 
 

 
 

             

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
            
 
 
 
 

                

   

民民民          

話話話    

講講講

座座座    

222 444          

《
趣
旨
》 

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
行
う
事
業
で
、

蚕
の
飼
育
を
来
館
者
に
も
直
に
見
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
繭
か
ら
生
糸
を
生
産
し
、

昔
、
夕
鶴
の
里
の
あ
る
地
域
が
製
糸
業
で

栄
え
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
。 

《
飼
育
期
間
》 

 
 

 
 

 
 

六
月
中
旬
～
六
月
下
旬 

《
飼
育
施
設
》 

 
 

 
 

 
 

夕
鶴
の
里
資
料
館
ほ
か
・
漆
山
保
育
園
・ 

こ
ば
と
保
育
園
・
梨
郷
児
童
館
・
赤
湯
幼

稚
園
・
吉
野
児
童
館
・
中
川
児
童
館
・ 

漆
山
小
学
校 


